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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一部がコンクリートで覆われ且つ他部が土壌に接触する状態で土壌中に埋設される鋼材
の診断方法であって、
　少なくとも前記鋼材の対地電位と土壌の比抵抗とを測定し、
　前記鋼材に発生し得る孔食の孔食深さと鋼材の対地電位と土壌の比抵抗と鋼材の埋設期
間との間の相関関係を示す推定関数に基づいて、孔食深さの推定値を求め、
　該孔食深さの推定値を用いて、孔食発生箇所における鋼材の腐食断面積を求めることを
特徴とする鋼材の診断方法。
【請求項２】
　前記推定関数は、複数の孔食深さの実測値、鋼材の対地電位及び土壌の比抵抗の測定値
を用いて求められた相関関数に対して、より多くの前記孔食において孔食深さの推定値が
実測値を上回ることとなるように補正を行ったものであることを特徴とする請求項１に記
載の鋼材の診断方法。
【請求項３】
　前記孔食深さの推定値に一定の値を掛けて孔食の長さを求め、
　前記孔食深さ及び孔食の長さを用いて前記腐食断面積が求められることを特徴とする請
求項１又は２に記載の鋼材の診断方法。
【請求項４】
　前記鋼材は、構造物の支持部として用いられるものであり、
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